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地域と歩んだ「標」
しるべ

　釧路公立大学は、釧路管内の市町村による一部事務組合方式により、地域分権時代の先駆者と
して、地域が自らの力で開学した大学です。昭和６３年にその歩みをスタートしてから、7,500名を
超える卒業生を輩出してきました。
　建学の理念である「地域に結びつき開かれた大学」「国際性を重視する大学」「理論と実践の
相まった大学」をキーワードに、地域と密着した研究活動、地域の人 と々の交流、ボランティアなどの
地域貢献、様々なスポーツ・文化活動など、本学の取組と学生の活躍をご紹介します。
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イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

地域のシンクタンクとして18年
　地域経済研究センターは、平成11年6月に開設されて以来、「地域に結びつ

き開かれた大学」の理念に基づき、社会科学系研究機関として、また地域のシ

ンクタンクとして、地域の持続的発展に積極的に貢献するための地域研究と情

報発信等に努めています。私は平成24年4月に2代目のセンター長に就任し、

6年目になります。

地域研究の水先案内人として
　地域経済研究センターでは、地域の現状や課題の検証、地域課題の解決や地域の活性化に向けた方策、地域の実態を踏

まえた創造的な政策のあり方等についての研究を、テーマ毎に「共同研究プロジェクト」を組成する形で進めています。単に研

究するだけにとどめず、その結果が政策の形成や事業の実現につながるよう努めています。また、この共同研究プロジェクトに

積極的に地域の人々が参加することによって、研究の過程で得られた知識・経験が地域の資産として残り、地域の人材育成に

つながることも目指しています。当センターはプロジェクト全体をリードし、コーディネートする

役割を担いますが、課題解決に向けたプロセスや手法のヒントを、研究スタッフに提示し、研

究員自らが力をつけていくよう、水先案内人のような役割ができたらいいなと思っています。

　平成28年度までに延べ325名が客員研究員として参加し、48件のプロジェクトを実施し

てきましたが、最も大きな役割を果たしたのは釧路市との共同研究プロジェクト「釧路市の

自治体経営のあり方に関する研究」ではないかと思っています。これは蝦名市長も参加し、

今後の釧路市が向かう都市経営の方向を議論し提言したもので、釧路市が策定した「釧路

市都市経営戦略プラン」（市役所改革プラン、財政健全化プラン、政策プランから構成）に

つながりました。

　また、この都市経営戦略プランで重要な位置付けを担う、公有資産マネジメントの推進

（釧路市における公有資産マネジメントのあり方に関する研究）、釧路市に適した市民ファン

ドの仕組みである「くしろ応援ファンド」の創設（釧路市における市民ファンド構築に関する

研究）、市と民間主体が連携して公共を担う公民連携の推進（釧路市における公民連携の

あり方に関する研究）などについても政策提言を行い、都市経営戦略プラン推進をバックアップしています。

卒業生が共同研究プロジェクトの一員に
　釧路公立大学は、釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、白糠町の釧路管内8市町村により構成され

る一部事務組合であり、当センターは、「地域に結びつき開かれた大学」を実践する場として、より一層これら地域に貢献してい

きたいと考えています。地域の未来を創造することにつながる研究を進めるとともに、地域と連携し経営感覚に富んだ人材の育

成・底上げを図っていきたいと思います。釧路公立大学の卒業生が社会人となり、将来、共同研究プロジェクトの一員として一緒

に地域のことを考える。そんな地域の要の場所として発展していくことができればと期待しています。
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センターの主な活動内容
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

共同研究プロジェクトから実現した
「くしろ応援ファンド」の概要

共同研究プロジェクト（事例紹介）

● 弟子屈町における
   公共施設マネジメントのあり方に関する研究
「公共施設等総合管理計画」の策定を見据え、弟子屈
町における公共施設等の現状と課題について明らかに
するとともに、今後の基本的なマネジメント方針につい
て検討しました。

● 釧路市における公民連携のあり方に関する研究
釧路市が「都市経営」を進めていく上で重要な視点
となる、市と民間主体が円滑に連携する「公民連
携」を推進していくための基本的な考え方について
検討しました。

● 釧路市における地場産品振興のあり方に関する研究
釧路市における地場産品振興にかかる取組の現状と課
題を明らかにした上で、今後釧路市で求められる地場産
品振興の方向について検討しました。

● 釧路市における市民ファンド構築に関する研究
地域資源を活用した釧路の事業を応援するために、釧
路市内はもとより全国各地の方々から小口の資金を提
供いただく釧路市らしい「市民ファンド」の仕組みを検
討しました。

平成27年度から、釧路市中心部に多数存在する空きビルや空室を資源ととらえ、それをリノベーションすることで新しい事業を起こ
し、まちをかえていこうという市民活動団体「くしろリデザインプロジェクト・ユニット」と協働し、釧路市のまちなか再生を図る取組を
支援しています。

地域との協働／まちなかの活性化をめざす市民活動を支援

地域経済研究センターでは、地域の課題を考え、解決していく上で参考となるテーマを取り上げ、外部から有識者を招いたフォー
ラムやセミナーを開催するなど、地域の方 に々対する積極的な情報発信にも努めています。

地域へ発信／フォーラム・セミナー・講演会の開催

● 地域経済セミナー
    「リノベーションによる居心地のよいまち空間の形成」 平成28年7月
くしろリデザインプロジェクト・ユニットとの共催により、香川県高松市の
仏生山地区において、まち全体を旅館に見立てて空家等のリノベーショ
ンを行い、居心地のよいまち空間づくりを進めている取組の紹介や魅力
的なまち空間を作り上げていくためのポイント、留意点などについて考え
るセミナーを開催しました。

● 地域経済セミナー
    「〈消費者の声〉を収集し、商品開発に活かす」 平成29年2月
くしろ創生プラットフォームとの共催により、地場産品の振興を図っ
ていく上で大切な消費者ニーズを把握するための多様な手法とそ
れを反映した商品開発や販路拡大等について紹介いただくセミナー
を開催しました。

インターネット

全国各地から釧路市の事業者を応援する資金を集める仕組み！

商品・サービスの購入、知人への紹介（宣伝マン）、ブラッシュアップに協力

釧路市内
全国各地

の
応援者

釧路市
の

事業者

資金提供（出資）

配当＋出資者特典

ファンド
仲介業者

（第2種金融商品
取引業）

完成した商品・サービスに対して
・ ふるさと納税特典、定期預金懸賞品、

カタログギフトに掲載
・ 応援者から感想、評価等に関するアン

ケートを取り、事業者へ伝え商品のブ
ラッシュアップ

など

釧路市
＜ファンド
組成費用
補助＞

釧路信金
＜ファンド
組成サ
ポート＞

産学金官
＜事業者
選定委員
会＞

産学金官
＜事業計
画策定サ
ポート＞

産学金官
＜事業者
掘り起し＞

大学＜制
度設計支
援＞

釧路商工会議所、中小企業家同友会、
釧路公立大学地域経済研究センター、

釧路市工業技術センター、釧路信用金庫、釧路市など

産 学 金 官
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　釧路公立大学では、環太平洋において学生が広く行き来
し、相互に相手の言語と文化を学び、国際交流の将来を担う
学生を育成することを目的として、姉妹校協定を結ぶ世界の
大学との学生交換を行っています。

  100名以上の留学生を派遣、 
  地域の国際交流活動に貢献
　釧路公立大学では姉妹校協定を結んでいるカナダ・キャピラノ
大学、韓国・牧園大学、台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学の4つの大学へ学生を派遣しています。これまでに
派遣した学生は、短期留学を含めると１００名以上になります。
　留学を経験した学生は帰国後、身につけた外国語を生かし、釧路市の国際交流の会参加や大型客船入港時のボラン
ティア協力などの国際交流活動に積極的に関わっています。平成23年、釧路港が国際バルク戦略港湾に指定され、今後
ますます環太平洋地域の結びつきが強くなっていくなかで、国際経験と語学力を備えた学生を増やすことで、道東地域の
国際性と文化力を高めていきます。
 

  外国人留学生の地域交流
　五つある姉妹校のうち、牧園大学、明道大学、サハリン人文工業大学より、それぞれ毎年2名の留学生を受け入れていま
す。また、キャピラノ大学からの招聘教員による講義も行われています。
　留学生は、学内・学外活動を通じて本学の学生および地域社会との交流を深めながら、釧路の地で学んでいます。毎年、近
隣の釧路市立芦野小学校の3年生の総合の授業にゲストティーチャーとして招かれ、自国の歴史や文化を紹介しています。

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

留 学 生 と 地 域 の 関 わり
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

蔵書数23万冊超、地域にも開かれた図書館
　本学附属図書館が所蔵する23万冊を超える蔵書は、経済・経営関連の
専門書はもとより、文学、歴史、哲学、自然科学、言語、技術、芸術、郷土資
料、雑誌など、あらゆる分野を網羅。全国公立大学平均蔵書数11万3,000
冊を大きく上回っています。蔵書数は毎年平均7,500冊のペースで増え続
けており、平成17年には書庫と閲覧スペースを増築し、その変化に対応し
てきました。この蔵書増は、本学と附属図書館を「道東の知の拠点」の一つ
として位置づけてきた本学事務組合の八つの釧路管内市町村、同窓会、
後援会、そして地元企業に支えられています。
　蔵書の利用はすべて開架方式で、利用者は直に手に取って本を選ぶこと
ができます。また、PCの館内貸出も行っています。さらに本学教職員や学生
のみならず、学外者の図書館利用も可能で、研究・教育環境の充実と「地
域に開かれた図書館」という二つの課題に対応すべく尽力しています。
　館内を回ると、講義やゼミの準備、採用試験、資格試験の勉強、卒業研
究などに勤しむ学生、雑誌コーナーでくつろぐ学生、専門書や文芸書を借り
出している学外者、多数の専門書を抱える教員の姿を見かけます。インター
ネットの普及により、そうした図書館の「風景」が変わる日が来るかも知れま
せん。新しい時代に対応可能な図書館。それが今後の課題です。

釧 路 公 立 大 学 附 属 図 書 館

 公開講座の開催
　本学では「地域に結びつき開かれた大学」の理念を具体化するために、教員が地域に出向き、研究成果を発表する機
会を設けています。地域住民に大学の知的資源を公開し、住民の知的関心を触発するという公開講座の基本理念の
下、平成2年以降毎年、本学の専任教員が講師となり、本学と釧路管内の各自治体を会場として、4講座を開催していま
す。これまでの受講総数は、5,243名となります。

 科目等履修生・聴講生の受け入れ
　科目等履修生とは本学の学生以外の者が単位修得を目的として授業科目を受講する者をいい、聴講生とは単位取得
を目的とせず受講する者をいいます。
　平成２９年度までに、科目等履修生はのべ83名、聴講生はのべ56名が釧路公立大学で学びました。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

地域に出向き・地域から受け入れる
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

附属図書館長　白川 欽哉 教授
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釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

北海道学生研究会SCAN

　北海道学生研究会 SCAN（スキャン）は、学生・
企業・住民が、協力し合い地域の問題に向き合っ
ていく、そのきっかけづくりとそれらを結びつけ
る媒体となることを目的とし、平成 22 年に釧路
公立大学で設立されました。“SCAN”という名称
は、“Sophisticated Community and Academics for 
Networking.”の略であり、Scan（調べる）を通じて、
企業・大学を含めた地域のつながりをよりよいも
のにしていこうという意味が込められています。
　現在は、道内の大学９校（釧路公立大学、北見工
業大学、札幌学院大学、札幌大学、北翔大学、北海
学園大学、北海道教育大学旭川校、北海道教育大
学釧路校、北海道メディカルスポーツ専門学校）
で活動しています。
　大学生の社会参加・社会連携が注目される中、
全国の先駆けとして、SCAN は「研究成果の地域
への還元」を活動理念に掲げ、合同研究会を通じ
研究成果を学外へ発信しています。

　平成２８年５月２０日、学内喫茶「カフェ ラ・ぺ」がオープンし
ました。同年１月から運営組織「カフェラボ」を立ち上げ、学生
自ら開設準備・企画・運営をし、業者の撤退により平成２０年
から閉鎖していた喫茶コーナーを復活させました。学内の飲
食施設を学生が運営するのは、道内の国公立大学では初め
ての試みです。
　「実践的な経済学を学ぶ場」として、主体的に目標を設定
し、行動・実行する過程を通じて、キャリア形成を図る就業体
験の場となっています。また、学生のキャリア形成・教育効果
の向上、コミュニケーション能力や課題発見・解決能力など、
他者との接触の中で求められる能力が養われることが期待
されます。
　一方、学生の憩いの場の創出や地域の方々 の利用を通じ
て学内外に魅力ある釧路公立大学を発信しています。

　カフェ ラ・ペの「ラ・ペ」は、フランス語で憩いの意味で、学生
はもちろん市民の方にも広く利用いただける憩いの場を目指して
います。現在部員は 30 名で、学業やアルバイト等に支障が出な
いようにローテーションを組み、交代で運営しています。サークル
メンバーの中には飲食店でアルバイトしている人もいて、そうした
経験者の意見を店舗の運営に取り入れています。
　メニューは一杯ずつ丁寧にハンドドリップしたブレンドコーヒー、
ホットドック、コーヒーゼリーのほか、季節限定メニューも出してい
ます。将来は、学外に店舗を借りてお店を出すことを目標にしてお
り、今はその資金を貯め、ノウハウの蓄積をしている最中です。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

カフェ ラ・ペ
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

北海道学生研究会SCAN第７期代表
大日向 雅人さん(経済学科4年)

カフェラボ代表
前川 直さん（経営学科3年）

釧路新聞 平成28年12月11日 掲載

釧路新聞 平成28年5月22日 掲載

　私は秋田県生まれ秋田県育ちで、幼い頃から近所の方 を々始
め、多くの地域の方々から優しく育てていただきました。釧路公立
大学に入学し、少しだけ大人になった節目に、地域を活性化させ
たいと思う気持ちが増してきました。そこで出会ったのが SCAN
です。SCAN では同年代の大学生が主体的に生き生きと活動
をしていました。それを見て、間接的にではありますが、地域のた
めに何か恩返しがしたいと思い参加することにしました。
　SCAN の活動で特に印象に残っているのは、学生の研究意
欲を向上させるために開催された「インターカレッジフォーラム」

に、オリンピック出場経験のあるカーリング選手とトークショー形
式の講演会を行ったことです。平成 28 年度の活動テーマが「ス
ポーツといきる地域」だったので、スポーツと地域の関わりにつ
いて深掘りして学べる大変貴重な講演会になりました。
　SCAN は文系だけではなく理系の大学も参加しています。
様々な視点から「地域」について考えることができ、その考えを
参加校、地域の方、企業の方と共有できたことが、やはり一番よ
かったと思います。地域についての課題などの見え方・考え方
は一つではないと学ぶことができました。SCAN の活動の中で
は、普段お会いすることがないような企業の方、地域の方、行政
の方と接する機会が数多くありました。そのような場面でのマ
ナー、言葉遣い、時間感覚など経験することすべてにおいて苦
労しました。
　平成 29 年度より SCAN の活動拠点は札幌に移りましたが、
基本的に活動内容はあまり変わりません。地域活性化について、
我々学生が主体的に考え、地域とのつながりをよりよいものにし
ていきます。これからも我々の活動が多くの方の目にとまり、一人
でも多くの方が地域について考えていただけるように、SCAN
メンバー一同、尽力して参ります。また、SCAN が活動できてい
るのは、これまでのたくさんの方々のご協力のおかげです。すべ
ての関係者様に恩返しができるよう、日々 精進いたします。　　

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w
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北海道学生研究会SCAN

　北海道学生研究会 SCAN（スキャン）は、学生・
企業・住民が、協力し合い地域の問題に向き合っ
ていく、そのきっかけづくりとそれらを結びつけ
る媒体となることを目的とし、平成 22 年に釧路
公立大学で設立されました。“SCAN”という名称
は、“Sophisticated Community and Academics for 
Networking.”の略であり、Scan（調べる）を通じて、
企業・大学を含めた地域のつながりをよりよいも
のにしていこうという意味が込められています。
　現在は、道内の大学９校（釧路公立大学、北見工
業大学、札幌学院大学、札幌大学、北翔大学、北海
学園大学、北海道教育大学旭川校、北海道教育大
学釧路校、北海道メディカルスポーツ専門学校）
で活動しています。
　大学生の社会参加・社会連携が注目される中、
全国の先駆けとして、SCAN は「研究成果の地域
への還元」を活動理念に掲げ、合同研究会を通じ
研究成果を学外へ発信しています。

　平成２８年５月２０日、学内喫茶「カフェ ラ・ぺ」がオープンし
ました。同年１月から運営組織「カフェラボ」を立ち上げ、学生
自ら開設準備・企画・運営をし、業者の撤退により平成２０年
から閉鎖していた喫茶コーナーを復活させました。学内の飲
食施設を学生が運営するのは、道内の国公立大学では初め
ての試みです。
　「実践的な経済学を学ぶ場」として、主体的に目標を設定
し、行動・実行する過程を通じて、キャリア形成を図る就業体
験の場となっています。また、学生のキャリア形成・教育効果
の向上、コミュニケーション能力や課題発見・解決能力など、
他者との接触の中で求められる能力が養われることが期待
されます。
　一方、学生の憩いの場の創出や地域の方々 の利用を通じ
て学内外に魅力ある釧路公立大学を発信しています。

　カフェ ラ・ペの「ラ・ペ」は、フランス語で憩いの意味で、学生
はもちろん市民の方にも広く利用いただける憩いの場を目指して
います。現在部員は 30 名で、学業やアルバイト等に支障が出な
いようにローテーションを組み、交代で運営しています。サークル
メンバーの中には飲食店でアルバイトしている人もいて、そうした
経験者の意見を店舗の運営に取り入れています。
　メニューは一杯ずつ丁寧にハンドドリップしたブレンドコーヒー、
ホットドック、コーヒーゼリーのほか、季節限定メニューも出してい
ます。将来は、学外に店舗を借りてお店を出すことを目標にしてお
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基本的に活動内容はあまり変わりません。地域活性化について、
我々学生が主体的に考え、地域とのつながりをよりよいものにし
ていきます。これからも我々の活動が多くの方の目にとまり、一人
でも多くの方が地域について考えていただけるように、SCAN
メンバー一同、尽力して参ります。また、SCAN が活動できてい
るのは、これまでのたくさんの方々のご協力のおかげです。すべ
ての関係者様に恩返しができるよう、日々 精進いたします。　　

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

釧路公立大学開学30周年記念誌
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よさこいサークル 心～sin～釧路学生魂

　よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”は釧根初の

よさこい学生チームです。釧路公立大学の学生が中心と

なり「学生の熱いパワーで釧路をもっと盛り上げたい」とい

う想いで、平成21年11月発足しました。後に北海道教育

大学釧路校、釧路短期大学の学生も加わり、混成チーム

が結成されました。サークル活動を通じ、釧路市内の大学

間の親睦、交流を深める場となっています。チーム発足時

からの活動コンセプトは「心」で、チームとして「メンバー同

士の心を共有しよう」、舞台では「お客さんに心を表現し

よう」という意味が込められています。

　毎年６月に札幌で開催されるYOSAKOIソーラン祭り

への出場をはじめ、くしろ港まつりなどの地域で開催され

るイベントやお祭りへの参加、福祉施設への慰問など、地

域に愛されるチームを目指し活動を続けています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

音 楽 サ ー ク ル
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

アカペラコーラスサークル
“アニュー”

弦楽アンサンブルサークル 吹奏楽部

　私は高校まではサッカーをやっていましたが、大学では何か新し
いことに挑戦したいと思い、先輩から熱心に勧誘を受けたこともあ
り、このサークルを選びました。
　３大学が一緒になっての活動で、週２度、釧路公立大学か教育
大学釧路校に集まり練習しています。それ以外にも、メンバーがそ
れぞれ自主練習もしていますし、練習以外での交流も活発です。
構成班、衣装班、振り付け班などそれぞれの担当がいて、札幌の
YOSAKOIソーラン祭りのファイナルステージ進出を目指して頑
張っています。
　お客様の前で踊りを披露することはとても楽しいですし、充実感
があります。くしろ港まつりをはじめ、地域のイベントやお祭りに呼
んでいただいて、特に夏場は演舞を披露する機会が多くあります。
YOSAKOIソーラン祭りでのファイナル進出の実績はまだありま
せんが、来年こそはあのステージに立てるようになりたいです。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”代表代行
外崎 功陽さん（経済学科２年）

　アカペラコーラスサークル“アニュー”は、現在男声10名女
声6名の計16名で活動をしています。サークルが結成されてま
だ4年と新しい部です。毎年7月には大学の大講堂で開催する
定期演奏会や、釧路合唱連盟主催の合唱祭にも出場していま
す。その他に学内の活動では、入学式で校歌を紹介したり、ウイ
ンターコンサート、大学祭や学内喫茶カフェ ラ・ペでのアカペラ
コンサートなどを行っています。地域のイベントでは、くしろ
チューリップ＆花フェアなどにも出演しています。
　少人数で活動しているので和気あいあいとしてみな仲よしで
すが、人数がもう少し多いと、歌にボリュームが出せるので、メン
バーがもっと増えてほしいなと思っています。
　活動の模様はYouTubeにもアップしていますので、是非
チェックしてみてください。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

アカペラコーラスサークル“アニュー”代表
川内 翔太さん（経済学科3年）

第26回 YOSAKOIソーラン祭りでの演舞(平成29年6月) 入学式での校歌紹介

釧路公立大学での練習風景

福祉施設での慰問コンサート 入学式での演奏

釧路公立大学開学30周年記念誌
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よさこいサークル 心～sin～釧路学生魂

　よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”は釧根初の

よさこい学生チームです。釧路公立大学の学生が中心と

なり「学生の熱いパワーで釧路をもっと盛り上げたい」とい

う想いで、平成21年11月発足しました。後に北海道教育

大学釧路校、釧路短期大学の学生も加わり、混成チーム

が結成されました。サークル活動を通じ、釧路市内の大学

間の親睦、交流を深める場となっています。チーム発足時

からの活動コンセプトは「心」で、チームとして「メンバー同

士の心を共有しよう」、舞台では「お客さんに心を表現し

よう」という意味が込められています。

　毎年６月に札幌で開催されるYOSAKOIソーラン祭り

への出場をはじめ、くしろ港まつりなどの地域で開催され

るイベントやお祭りへの参加、福祉施設への慰問など、地

域に愛されるチームを目指し活動を続けています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

音 楽 サ ー ク ル
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

アカペラコーラスサークル
“アニュー”

弦楽アンサンブルサークル 吹奏楽部

　私は高校まではサッカーをやっていましたが、大学では何か新し
いことに挑戦したいと思い、先輩から熱心に勧誘を受けたこともあ
り、このサークルを選びました。
　３大学が一緒になっての活動で、週２度、釧路公立大学か教育
大学釧路校に集まり練習しています。それ以外にも、メンバーがそ
れぞれ自主練習もしていますし、練習以外での交流も活発です。
構成班、衣装班、振り付け班などそれぞれの担当がいて、札幌の
YOSAKOIソーラン祭りのファイナルステージ進出を目指して頑
張っています。
　お客様の前で踊りを披露することはとても楽しいですし、充実感
があります。くしろ港まつりをはじめ、地域のイベントやお祭りに呼
んでいただいて、特に夏場は演舞を披露する機会が多くあります。
YOSAKOIソーラン祭りでのファイナル進出の実績はまだありま
せんが、来年こそはあのステージに立てるようになりたいです。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”代表代行
外崎 功陽さん（経済学科２年）

　アカペラコーラスサークル“アニュー”は、現在男声10名女
声6名の計16名で活動をしています。サークルが結成されてま
だ4年と新しい部です。毎年7月には大学の大講堂で開催する
定期演奏会や、釧路合唱連盟主催の合唱祭にも出場していま
す。その他に学内の活動では、入学式で校歌を紹介したり、ウイ
ンターコンサート、大学祭や学内喫茶カフェ ラ・ペでのアカペラ
コンサートなどを行っています。地域のイベントでは、くしろ
チューリップ＆花フェアなどにも出演しています。
　少人数で活動しているので和気あいあいとしてみな仲よしで
すが、人数がもう少し多いと、歌にボリュームが出せるので、メン
バーがもっと増えてほしいなと思っています。
　活動の模様はYouTubeにもアップしていますので、是非
チェックしてみてください。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

アカペラコーラスサークル“アニュー”代表
川内 翔太さん（経済学科3年）

第26回 YOSAKOIソーラン祭りでの演舞(平成29年6月) 入学式での校歌紹介

釧路公立大学での練習風景

福祉施設での慰問コンサート 入学式での演奏

釧路公立大学開学30周年記念誌

－41－ －42－



������� ��������� ���������（第三種郵便物認可）

　　◆…９　　日…◆
　【緑ケ岡会館】☆ハーモニ
カポップス＝時分
　【緑ケ岡南会館】☆ひぶな
健康体操＝時
　【桜ケ岡中央会館】☆編み
物＝時
　【富士見会館】☆書道教室
＝時☆韓国語＝時☆カ
ラオケ＝時分
　【春採下町会館】☆さわや
か健康サロン＝時☆春採
中央町内会＝時分
　【武佐会館】☆カラオケ会
＝時
　【鉄北みどり会館】☆編み
物＝時☆カラオケ同好会
＝時
　【駒場会館】☆ひよこ＝
時☆駒場老ク＝時☆ひば
り＝時☆住良江町内会＝
時
　【若草地区会館】☆邦龍会
＝時☆本因坊囲碁クラブ
＝時☆カラオケたんぽぽ
＝時
　【新橋会館】☆健美操＝
時☆日本舞踊＝時
　【愛国東会館】☆あじさい
の会ダンス＝時☆冬月荘

＝時分
　【愛国会館】☆新日本婦人
の会ヨーガ＝時分☆ス
マイル会＝時分☆民謡
＝時
　【美原地区会館】☆新婦人
の会＝時☆民謡＝時☆
スマイル会＝時分
　【芦野会館】☆民謡＝時
  【文苑会館】☆文苑歌謡友
の会＝時☆文苑麻雀同好
会＝時分
　【鳥取東会館】☆麻華流舞
踊＝時
　【昭和会館】☆楽々っち＝
９時分☆セブン会議＝
時☆昭和地区協定例会＝
時
　【大星会館】☆大星カラオ
ケ教室＝時
　【寿生活館】☆高齢者劇団
＝時分☆小山内歌謡教
室＝時分
　【新富士生活館】☆カラオ
ケ＝時分
　【緑風荘】☆健康ダンス＝
時☆囲碁将棋＝時☆健
康相談＝時☆ほのぼのカ
ラオケ＝時
　【桜花荘】☆ニゥカムボー
ル＝時
　【寿荘】☆なの花カラオケ
＝時☆友の会＝時

　【平成荘】☆囲碁＝時☆
菜の花サークル＝時☆ヨ
ーガ＝時☆卓球＝時
　【清風荘】☆リデンテ＝
時☆囲碁将棋＝時☆歌謡
カラオケ＝時☆趣味の会
＝時☆健康相談＝時☆
和子・仁友の会＝時分
　【美原荘】☆書道＝時☆
囲碁＝時☆民謡＝時☆
五東会役員会＝時
　【鶴風荘】☆ニゥカムボー
ル＝時☆カトレア会＝
時☆トリム＝時☆カラオ
ケ友の会＝時☆囲碁＝
時☆カラオケひまわり＝
時
　【星鶴荘】☆囲碁＝時☆
カラオケ＝時
　【大楽毛荘】☆健康麻雀＝
時☆卓球＝時
　【望洋ふれあい交流セン
ター】☆ウエンズ＝９時☆
きらっと春採＝９時☆ヒー
リングダンス＝時☆舞踊
の会＝時☆ひなどり民謡
会＝時
　【白樺ふれあい交流セン
ター】☆健康ダンス梅川会
＝９時☆あじさいカラオケ
川村会＝時
　【昭和老人集会所】☆七
星カラオケ＝時

カレーライスや野菜サラダを囲んだ昼食会

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
は
旅
行
に
行
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

し
た
り
、
お
泊
ま
り
会
や
工
作
教
室
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
の
お
泊
ま
り

会
と
町
内
会
主
催
の
安
全
教
室
を
紹
介
す
る
。
（
石
川
直
樹
）

スイカ割りを楽しんだ年長園児（認定こども

園釧路はるとり保育園）

かつら湯で銭湯を体験し「楽しかった」と園児たち

（鳥取あおば幼稚園）

芦野げんき町内会主催の防火・交通安全教室

　
釧
路
公
立
大
学
（
�
野
敏
行

学
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
（
櫻
井
一
貴
部
長
）
部
員

が
１
日
、
釧
路
啓
生
会
が
運
営

す
る
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
（
釧
路
市

文
苑
２
、
上
村
英
樹
所
長
）
を

訪
れ
、
２
施
設
の
外
窓
、
内
窓

の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
中
心
に
、
清

掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　
市
内
の
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
な
ど
で
活
躍
す
る

同
サ
ー
ク
ル
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
で
の
活
動
は

こ
れ
が
初
め
て
。
こ
の
日
は
部

員

人
が
訪
れ
、
施
設
全
て
の

窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
済
ま
せ
た
ほ

か
、
昼
食
時
に
は
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
り
交
流
を
深
め
た
。

　
上
村
所
長
は
「
お
年
寄
り
は
若

い
人
が
大
好
き
。
ま
た
来
て
ほ
し

い
」
。
櫻
井
部
長
は
「
大
学
の
近
く

の
施
設
な
の
で
、
ま
た
機
会
を
見

つ
け
て
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

（
石
川
直
樹
）

施設の窓ガラス拭きに汗を流した釧路公立大

ボランティアサークル

　
○
…
認
定
こ
ど
も
園
釧
路
は

る
と
り
保
育
園
（
武
佐
１
、
本
間

弘
美
園
長
）
の
お
泊
ま
り
会
（
合

宿
保
育
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
園
園

庭
で
行
わ
れ
、
５
歳
児

人
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
成

長
し
た
。
就
学
に
向
け
て
何
で

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎

年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
。

　
テ
ン
ト
の
設
置
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
お
泊
ま
り
会
は
、
同
園
近

く
に
あ
る
花
屋
を
見
学
、
ト
ド
ッ

ク
倉
庫
で
の
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
体

験
、
博
物
館
へ
の
バ
ス
見
学
。
さ

ら
に
、
食
事
作
り
は
キ
ュ
ウ
リ
の

塩
も
み
や
野
菜
ち
ぎ
り
に
も
挑

戦
。
恒
例
の
春
の
湯
銭
湯
体
験
で

は
、
お
金
を
払
っ
て
広
い
湯
船
を

楽
し
み
、
釜
場
見
学
も
行
っ
た
。

　
園
に
帰
っ
て
ス
イ
カ
割
り
を

楽
し
ん
だ
年
長
さ
ん
は
、
園
内
キ

ャ
ン
プ
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
翌
日

は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
を

終
え
、
表
彰
式
で
は
「
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
」
と
本
間
園
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

ス
イ
カ
割
り
楽
し
む

は
る
と
り
保
育
園

　
○
…
芦
野
げ
ん
き
町
内
会

（
鳴
海
利
文
会
長
）
は
７
月


日
、
芦
野
会
館
で
交
通
安
全
教

室
を
開
き
、
地
域
の
子
供
た
ち

約

人
が
参
加
し
た
。

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
が
事

故
無
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
と
防
火
思
想
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
恒
例
行
事
で
、
こ
の
日
は

釧
路
市
中
央
消
防
署
愛
国
支
署

の
職
員
と
、
市
民
生
活
課
の
交

通
安
全
推
進
員
が
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
防
炎
物
品
を
紹
介

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
と
、

消
防
の
仕
事
を
描
い
た
「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
悟
空
の
消
防
隊
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
こ
の
後
、

消
防
職
員
が
花
火
の
始
末
の
仕

方
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
交
通
安
全
教
室
は

交
通
安
全
推
進
員
が
登
場
。
高

学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
対

抗
の
交
通
安
全
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
。
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
車
の
ウ
イ
ン
カ
ー
サ
イ

ン
が
ど
れ
な
ど
、
写
真
３
枚
の

中
か
ら
ど
れ
が
正
し
い
か
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
「
右
」
「
真
ん

中
」
な
ど
、
子
供
た
ち
の
声
が

響
い
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
乗

り
方
指
導
で
は
、
交
差
点
で
右

折
左
折
の
際
に
は
自
転
車
か
ら

降
り
て
車
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
。
信
号
が
青
で
も
左
右
確

認
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
同
町
内
会
交
通
防
犯
部
長

の
内
村
一
明
さ
ん
は
「
き
ょ
う

の
教
え
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

意
識
向
上
へ
安
全
教
室

芦
野
げ
ん
き
町
内
会

　
○
…
来
年
度
か
ら
姉
妹
園
の

鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
（
鶴
野
東

１
、
根
守
君
代
園
長
）
と
統
合

と
な
る
鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

（
同
園
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
鶴

野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
お
泊
ま
り

会
を
行
っ
た
。

　
年
長
園
児

人
は
お
昼
か
ら

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園
に
集
合

し
、
鶴
居
村
民
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
で
川
遊
び
を
楽
し
み
夏
を
満

喫
。
こ
の
後
、
園
の
近
く
の
か
つ

ら
湯
で
日
本
の
文
化
で
あ
る
銭

湯
を
体
験
。
「
楽
し
か
っ
た
」
と

湯
上
が
り
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
は
、

ス
イ
カ
割
り
や
外
遊
び
を
楽
し

ん
だ
年
長
の
園
児
は
、
夕
食
の

後
、
花
火
で
締
め
く
く
っ
た
。
ぐ

っ
す
り
寝
た
園
児
は
翌
日
、
鳥
取

あ
お
ば
幼
稚
園
に
出
迎
え
に
来

た
保
護
者
と
一
日
ぶ
り
の
対
面
、

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。

か
つ
ら
湯
で
銭
湯
体
験

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
を
行

う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
わ
た
す
げ
興

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

（
釧
路
市
興
津
２
、
佐
々
木
光

枝
管
理
者
）
は
７
月

日
、
夏

休
み
中
の
子
供
た
ち
の
学
習
支

援
、
子
供
食
堂
を
兼
ね
た
「
つ

ど
ー
れ
」
を
ス
タ
ー
ト
。
地
域

の
子
供
た
ち
が
、
利
用
者
ら
と

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
つ
ど
ー
れ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
い
、
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
模
索
し
て
き
た
佐
々
木
管
理

者
と
、
町
内
会
婦
人
部
の
河
田

チ
エ
子
さ
ん
が
企
画
し
た
。
誰

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て

き
た
。　

初
日
の
こ
の
日
は
、
近
所
の

子
供
た
ち
が
訪
れ
、
利
用
者
や

訪
れ
た
住
民
と
囲
碁
や
百
人
一

首
、
外
遊
び
を
楽
し
み
、
昼
食

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
野
菜
サ
ラ

ダ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
。
友
達

と
訪
れ
た
興
津
小
学
校
４
年
生

の
岩
崎
鈴
音
さ
ん
（
９
）
は
「
カ

レ
ー
が
お
い
し
く
楽
し
か
っ

た
」
。
管
理
者
の
佐
々
木
さ
ん

は
「
地
域
に
は
い
ろ
ん
な
問
題

を
抱
え
た
方
が
い
る
。
昼
食
に

だ
け
来
る
の
も
い
い
、
こ
こ
に

き
て
何
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」

と
住
民
の
訪
問
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
地
域
福

祉
事
業
所
わ
た
す
げ
興
津
の
佐

々
木
さ
ん
０
１
５
４
（

）
３

３
５
５
へ
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

　
北
陸
銀
行
釧
路
支
店
（
釧
路

市
北
大
通

）
１
階
ほ
く
ぎ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
グ
リ
ー
幼
稚

園
（
笹
野
貞
子
園
長
）
の
園
児

が
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
引
い
て

い
る
＝
写
真
。

　
同
支
店
で
は
毎
月
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
展
を
開
き
市
民
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
が
、
同
幼
稚
園

児
は
初
登
場
。
今
回
は
園
児


人
が
運
動
会
や
遠
足
の
思
い
出

を
描
い
た
作
品
を
出
品
し
た
。

全
員
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
作

品
は
、
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
玉

入
れ
や
障
害
物
競
走
、
お
遊
戯
、

友
達
と
遊
ん
だ
遠
足
の
様
子
を

描
い
て
い
る
。
星
野
公
一
副
園

長
は
「
自
由
時
間
も
絵
を
描
く

子
が
多
く
、
子
供
ら
し
い
伸
び

伸
び
し
た
作
品
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。


日
ま
で
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

園
児
ら
の
思
い
出

ク
レ
ヨ
ン
で
表
現

北
陸
銀
行
釧
路
支
店

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

学生の活躍（全国大会出場等） 学生の地域貢献・ボランティア活動

北海道新聞　平成29年6月27日　夕刊掲載

北海道新聞 平成28年10月25日 朝刊掲載 第26期卒業生 土田　栞さん
釧路新聞 平成27年6月28日 掲載

釧路新聞
平成29年5月21日 掲載

釧路新聞 平成28年7月28日 掲載

釧路新聞 平成29年8月9日 掲載

北海道新聞 平成27年3月7日 朝刊掲載

北海道新聞
平成18年9月13日夕刊掲載

経営学科2年 松本 誠由さん（写真右端） 

平成28年10月１日～10日にブルガリアにて行われたアームレスリング世界
大会（2016 WAF World Armwrestling Championships in Bulgaria）において、
日本代表として出場。

経営学科4年 齊藤 正輝さん（写真中央・赤のユニフォーム）

平成28年9月2日～4日に埼玉県熊谷市にて行われた天皇賜盃第85回日本
学生陸上競技対抗選手権大会（3,000m障害）へ出場。
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就
職

冷
夏

　
昭
和

年
、
学
生
生
活
を
終
え
、

地
元
に
戻
り
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に

勤
め
ま
し
た
。
高
校
か
ら
通
算
し
て

７
年
ほ
ど
厚
岸
を
離
れ
て
い
た
の
で

変
な
話
、
何
事
も
新
鮮
で
し
た
。
最
初

に
配
属
さ
れ
た
部
署
は
市
場
部
。
当

時
は
こ
こ
厚
岸
も
沖
合
漁
業
が
華
々

し
い
時
代
で
、
船
体
を
黄
色
に
塗
装

し
た
鮭さ
け

鱒ま
す

船
が
厚
岸
に
も

隻
以
上

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
町
に
も
多
く

の
水
産
加
工
場
や
飲
食
店
が
あ
り
、

活
気
が
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
そ
の
年
は
春
か
ら
と
て
も
寒
い
日

が
続
き
、
冷
夏
と
言
わ
れ
夏
で
も
ス

ト
ー
ブ
を
焚た

い
て
い
ま
し
た
。
水
揚

げ
さ
れ
る
魚
介
類
は
例
年
通
り
と
れ

て
い
ま
し
た
が
、
カ
キ
が
産
卵
し
な

い
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
年
…
。

　
　
安

　
藤

　
義

　
秀

　
　

（
厚
岸
漁
協
直
売
所
担
当
参
事
）

　
全
国
に
国
宝
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

１
０
９
３
件
（
２
０
１
５
年
６
月

１
日
現
在
）
を
数
え
る
が
、
わ
が

北
海
道
は
１
件
の
み
だ
▼
国
宝
は

重
要
文
化
財
の
中
か
ら
よ
り
価
値
の
高
い
も
の

を
指
定
し
て
い
る
が
、
道
内
唯
一
の
国
宝
と
は
、

１
９
７
５
年
函
館
市
著
保
内
野
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
約
３
５
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
の
土
偶
（
中

空
土
偶
）
だ
。
７
月

日
か
ら
８
月

日
、
釧

路
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

道
主
催
「
北
の
縄
文
パ
ネ
ル
展
」
の
中
で
、
８

月

日
か
ら
複
製
が
展
示
さ
れ
る
▼
複
製
と
い

っ
て
も
本
物
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
数
少
な
い
複
製

だ
。
土
偶
は
発
見
地
で
あ
る
南
茅
部
地
区
の
「
茅

（
カ
ヤ
）
」
と
中
空
土
偶
の
「
空
（
ク
ウ
）
」

を
合
わ
せ
て
「
カ
ッ
ク
ウ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。
高
さ
が

・
５
㌢
あ
り
、
中
空
土

偶
と
し
て
は
日
本
最
大
の
土
偶
だ
▼
学
術
性
が

高
く
、
造
形
的
に
も
優
れ
て
い
る
、
と
評
価
さ

れ
、
２
０
０
７
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
前
、
北
海
道
に
国
宝
は
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
国
宝
が
最
も
多
い
の

は
意
外
に
東
京
で
２
７
６
件
を
数
え
、
こ
れ
に

京
都
の
２
３
０
件
、
奈
良
の
１
９
８
件
が
続
い

て
い
る
。
一
方
で
徳
島
、
宮
崎
県
が
ま
だ
国
宝
を

持
っ
て
い
な
い
▼
「
カ
ッ
ク
ウ
」
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
（
郷

　
裕
策
）

ＴＰＰ、コメ日米で相互輸入枠　２
釧路町で教職員ら研修会　５
釧美原男子柔道、初優勝　��
スルメイカ分布密度高く　��
　　　きょう貿易記念日８
　　　 釧新スポーツ10

6月28日日曜日

小お

川が
わ

　
奈な

な々

愛み

さ
ん

　
　
　
（
厚
岸
町
立
太
田
小
６
年
）

　将来の夢は、大型犬を２匹飼う

ことです。２匹を連れて歩きたい。

とてもかわいいと思います。

　
つ
ち
だ
・
し
お
り

　
白
糠
町
出
身
同
町
在
住
。
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
。
昨
年
５

月
、
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
陣
痛
間
隔
を
測
定
す
る
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
を
開

発
。
道
内
４
件
目
と
な
る
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
。

歳
。

　
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
の
土
田
栞
さ
ん
が
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
開
発
で
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
の

２
０
１
５
年
度
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

そ
の
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
の
開
発
経
緯
や
今

後
の
目
標
な
ど
を
聞
い
た
。

　
　
（
聞
き
手
・
三
坂
郁
夫
）

独学でアプリ開発し女性のチャレ

ンジ賞受賞という快挙を成し遂げ

た土田さん

　
　
　
　
　
　
　
◇
来
釧
あ
い

　
　
　
　
　
　
さ
つ

　
▼
北
海

道
米
販
売
拡
大
委
員
会
北
海
道

米
販
売
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

遠
藤
卓
也
氏
▼
ミ
ス
北
海
道
米

　
盛
彩
奈
氏
、
岡
田
紫
央
里
氏

　
【

日
】
▽
東
京
出
張
か
ら
帰
釧

　
│
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

　
土
田

　

日
に
首
相
官
邸
で

表
彰
式
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
有
村
治
子
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
か

ら
賞
状
を
受
け
ま
し
た
。
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が

ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
│
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

は
。

　
土
田

　
母
親
が
自
分
を
産
む

と
き
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
妊
婦
さ
ん
は
紙
で
陣
痛
の

間
隔
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
多

く
、
陣
痛
で
苦
し
い
中
、
時
計

を
見
な
が
ら
紙
に
メ
モ
を
し
間

隔
を
計
算
し
て
、
と
な
る
と
す

ご
く
大
変
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。

　
│
独
学
で
開
発
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　
土
田

　
出
産
や
妊
娠
の
経
験

が
な
い
の
で
妊
婦
さ
ん
に
と

っ
て
何
が
一
番
サ
ポ
ー
ト
に
な

る
の
か
分
か
ら
な
く
、
実
際

に
市
立
釧
路
総
合
病
院
の
看
護

師
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
に
行

っ
た
り
、
周
囲
の
妊
婦
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
本
を
買
っ

て
ほ
ぼ
独
学
で
勉
強
し
ま
し

た
。

　
│
公
開
か
ら

回
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
、
す
で
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
は
１
０
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
ど

の
よ
う
な
機
能
で
す
か
。

　
土
田

　
陣
痛
が
始
ま
っ
た
ら

ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
止

ま
っ
た
ら
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

押
し
て
間
隔
を
計
測
し
ま
す
。

破
水
や
出
血
が
な
い
か
の
確
認

を
促
す
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
│
今
後
の
目
標
は
。

　
土
田

　
ア
プ
リ
と
し
て
は
事

前
登
録
し
た
端
末
に
計
測
デ
ー

タ
を
送
れ
る
機
能
を
追
加
予
定

で
す
。
今
後
は
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
も
巻
き
込
ん
だ
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
対
す
る
意

識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

母
の
経
験
聞
き
開
発

男
性
も
巻
き
込
ん
で

　【厚岸、別海】６月最後の週末となった日、厚岸町で「あっけしあやめまつり」、

別海町で「尾岱沼えびまつり」が始まり、あいにく肌寒い天気となったものの大勢

の人たちが会場を訪れ、初夏の景色と味覚を堪能した。　　　（郷裕策、真貝恒平）

古
里
の
声
援
に
応

え
、
熱
唱
す
る
伊

勢
さ
ん

  

○
…
北
太
平
洋
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
「
岬
と
花
の
霧
街
道
」

の
景
勝
地
で
あ
る
原
生
花
園
あ

や
め
ケ
原
で
恒
例
の
「
あ
っ
け

し
あ
や
め
ま
つ
り
」
が

日
か

ら
始
ま
っ
た
。
７
月
５
日
ま
で

の
開
催
で
、
今
年
は

年
ぶ
り

の
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
の
あ
や
め
サ
ミ

ッ
ト
が

、
７
月
１
日
の
２
日

間
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
。

　
初
日
の
こ
の
日
、
紫
の
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は
す
で
に
後
半
の

八
分
咲
き
の
状
態
。
曇
り
空
で

風
の
強
い
寒
い
天
候
だ
っ
た

が
、
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の

一
行
、

人
が
ア
ヤ
メ
の
中
で

草
を
食
む
放
牧
の
馬
た
ち
姿
に

喜
び
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
に
は
構
成

自
治
体
の
う
ち


自
治
体
が
参
加
。

日
に
首

長
会
議
、
記
念
植
栽
、
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
安
藤

　
義
秀

氏
（
あ
ん
ど
う
・

よ
し
ひ
で
）
厚
岸
漁
協
参
事
。
１
９
６
１
年
、
厚
岸

町
生
ま
れ
。
北
里
大
学
水
産
学

部
卒
。
１
９
８
３
年
４
月
、
厚
岸

漁
協
入
組
。
市
場
部
を
振
り
出

し
に
、
信
用
課
長
、
信
用
部
長
、

財
務
部
長
、
総
務
部
長
、
参
事
補

を
歴
任
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
現
職
。
直
売
店
の

担
当
参
事
と
し
て
売
り
上
げ
、
人
気
ア
ッ
プ
に
日

々
取
り
組
ん
で
い
る
。
趣
味
は
食
べ
歩
き
。

歳
。

一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て


周
年
を
祝
う
子
ど
も
た
ち

ア
ヤ
メ
と
馬
た
ち
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

　
釧
路
市
緑
ケ
岡
児
童
館
の
開

館

周
年
記
念
式
典
が

日
、

同
館
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
、

利
用
し
て
い
る
釧
路
市
立
清
明

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
が

集
ま
り
、

回
目
の
誕
生
日
を

祝
っ
た
。

　
同
館
は
１
９
７
６
年
３
月
、

市
内
８
番
目
の
児
童
館
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。
同
館
の
利
用
者

数
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
減
っ

て
い
る
が
、
運
営
協
力
会
や
母

親
ク
ラ
ブ
、
地
元
町
内
会
な
ど

の
支
援
は
受
け
継
が
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
式
典
で
、
名
塚
昭
副
市
長
の

祝
辞
に
続
い
て

年
近
く
、
同

館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
母
親
ク
ラ
ブ
の
松
尾
千
穂

会
長
は
「
娘
も
こ
こ
で
育
ち
、

今
は
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
変
わ
ら

な
い
。
み
ん
な
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
、
参
加
者

全
員
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
ツ
ー
ユ
ー
」
を
歌
い
、
盛
大

に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
節

目
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
雅
之
）

　
○
…
野
付
湾
の
初
夏
を
盛
り

上
げ
る
「
第

回
尾
岱
沼
え
び

ま
つ
り
」
（
実
行
委
主
催
）
の

前
日
祭
が

日
、
尾
岱
沼
漁
港

で
開
か
れ
、
肌
寒

さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
多
く
の
来
場

者
が
海
の
幸
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
野

付
漁
協
青
年
部
な

ど
に
よ
る
シ
マ
エ

ビ
や
ホ
タ
テ
を
使

っ
た
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
に
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、

尾
岱
沼
出
身
で
俳
優
・
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
伊
勢
大
貴
さ
ん

（

）
が
昨
年
に
続
き
出
演
。「
た

だ
い
ま
」
と
呼
び
掛
け
、
ス
ー

パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
「
手
裏
剣

戦
隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
な
ど
を
歌

う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

歓
声
を
上
げ
、
一
緒
に
踊
っ
て

い
た
。

  


日
の
当
日
祭
は
午
前
９
時


分
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
正
午
か
ら
「
女
子
限

定
‼
第
３
回
北
海
シ
マ
エ
ビ
踊

り
食
い
早
食
い
競
争
」
な
ど
が

行
わ
れ
る
。

�������（昭和�年２月１日　第三種郵便物認可） ������� 【��】����� ����������【総合版】���

（19303)

奥
さ
ん
に
感
謝

　
昨
年
の
４
月
か
ら
単
身
赴
任
と
な

り
、
毎
日
、
何
を
食
べ
る
か
悩
む
日

々
が
続
い
て
い
る
。
学
生
時
代
は
下

宿
、
勤
め
て
か
ら
は
寮
、
そ
し
て
、

結
婚
と
炊
事
と
は
全
く
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
。

　
洗
濯
、
掃
除
は
何
と
か
や
っ
て
い

る
が
、
料
理
が
問
題
。
ご
飯
と
卵
、

納
豆
が
あ
れ
ば
死
に
は
し
な
い
と
思

い
、
こ
れ
に
豆
腐
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
く

ら
い
が
加
わ
り
、
１
年
間
無
事
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
家
に
戻

り
、
全
て
を
妻
に
や
っ
て
も
ら
い
、

改
め
て
あ
り
が
た
み
を
感
じ
戻
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
奥
さ
ん
に
感

謝
し
、
ご
飯
と
卵
、
納
豆
以
外
に
も

何
か
食
べ
よ
う
と
思
う
。

　
　
中

　
田

　
克

　
哉

（
根
室
振
興
局
長
）

　
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
気
に
す
る

の
が
健
康
で
あ
る
。
飲
み
過
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
か
ら
高
血
圧
や
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
、
痛
風
な
ど
、

生
活
習
慣
や
そ
れ
に
伴
う
疾
病
な

ど
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
報
道
な
ど
で
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
▼
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬

基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が
日
本
人
の
食
塩

摂
取
源
と
な
っ
て
い
る
食
品
を
発
表
し
た
。
結

果
は
１
位
が
カ
ッ
プ
麺
で
２
位
が
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
と
な
っ
た
。
今
や
種
類
が
豊
富
で
、

ご
当
地
も
の
も
あ
る
ほ
ど
。
空
腹
な
と
き
に
は

簡
単
に
調
理
で
き
食
べ
ら
れ
る
の
で
人
気
が
高

い
が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
２
大
ス
タ
ー
が
、

食
塩
摂
取
で
も
ト
ッ
プ
▼
食
塩
の
取
り
す
ぎ
は

血
圧
上
昇
な
ど
健
康
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
成
人
病
に
結
び
つ

く
要
因
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
は
高
い
▼
厚

生
労
働
省
が
２
０
１
２
年
に
定
め
た
「
健
康
日

本

」
で
、
１
日
当
た
り
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は

８
㌘
。
同
研
究
所
調
査
の
ト
ッ
プ
の
カ
ッ
プ
麺

は
ス
ー
プ
を
飲
み
干
し
た
と
す
る
と
１
日
当
た

り
５
・
５
㌘
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
も
５
・
４
㌘

で
１
日
の
約
３
分
の
２
と
な
る
▼
北
日
本
に
生

活
す
る
我
々
の
食
生
活
は
、
塩
分
も
含
め
て
味

が
濃
い
と
い
わ
れ
る
。
即
席
麺
を
は
じ
め
濃
い

味
の
料
理
は
好
き
だ
が
、
塩
分
量
は
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
の
が
健
康
の
た
め
と
し
み
じ
み
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
堀
口

　
義
彦
）

神戸連続児童殺傷事件��年　３
��日から釧路でしべちゃフェア　５
高校野球、きょう代表決定戦　８
「こち亀展」にぎわう　　��

ＴＶ番組ガイド７

5月21日日曜日

警察官になりたい！

しもだ　はるちゃん
（みはらフレンド幼稚園）

　
【

日
】
▽
関
西
湖
陵
会
に
出
席
の

た
め
大
阪
に
出
張
の
と
こ
ろ
帰
釧

　
中
田

　
克
哉
氏
（
な
か
た
・

か
つ
や
）
根
室
振
興
局
長
。
１

９
６
１
年
、

大
空
町
生
ま

れ
。
北
海
道

大
学
水
産
学

部
卒
。

年

に
北
海
道
庁
入
庁
。
檜
山
支
庁

水
産
課
長
、
水
産
林
務
部
国
際

漁
業
担
当
課
長
、
同
水
産
経
営

課
長
、
同
水
産
局
長
を
歴
任
、

２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。
趣
味

は

歳
に
な
る
愛
犬
の
散
歩
だ

が
「
今
は
で
き
な
い
の
で
寂
し

い
」
。

歳
。

新会長に就任した

城戸氏

あいさつする

白崎会長

新たな「マーメイドくしろ」に

選ばれた鈴木さん

  

釧
路
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
観
光
大
使
「
２
０
１
７
年

マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の
選
考

審
査
会
が

日
、
釧
路
市
観
光

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
釧

路
市
在
住
の
会
社
員
鈴
木
里
実

さ
ん
（

）
が
選
ば
れ
た
。
鈴

木
さ
ん
は
昨
年
か
ら
マ
ー
メ
イ

ド
く
し
ろ
と
し
て
活
動
し
て
い

る
新
田
結
実
さ
ん
（

）
と
共

に
各
地
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
釧
路
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

　
「
マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の

選
考
は
釧
路
新
聞
社
の
ほ
か
、

釧
路
市
、
釧
路
商
工
会
議
所
、

釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
主
催
し
今
年
で

年
目
。

　
鈴
木
さ
ん
は
市
内
の
会
社
で

事
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お

り
、
応
募
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
「
神
奈
川
県
の
短
大
卒
業
後
、

横
浜
市
の
企
業
に
勤
め
、
昨
年

７
年
ぶ
り
に
帰
釧
し
た
。
市
内

で
暮
ら
し
は
じ
め
て
１
年
た

ち
、
釧
路
の
魅
力
に
気
付
き
、

釧
路
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
述
べ
た
。

道
の
駅
巡
り
が
好
き
で
休
日
な

ど
は
家
族
や
友
人
と
道
の
駅
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
掛
け
る
と

い
う
。
特
技
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
で
「
動
物
や
舟
な
ど
を
作
り

友
達
の
誕
生
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

「
釧
路
の
こ
と
を
さ
ら
に
勉
強

し
知
識
を
深
め
、
私
に
し
か
で

き
な
い
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
新
た
な
マ
ー
メ
イ
ド
と
な
っ

た
鈴
木
さ
ん
は

日
に
鶴
ケ
岱

公
園
で
開
か
れ
る
第

回
く
し

ろ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
＆
花
フ
ェ
ア

で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　
　
　
　

（
小
西
靖
）

　
【
別
海
】
北
方
領
土
元
島
民

の
後
継
者
で
つ
く
る
「
千
島
歯

舞
諸
島
居
住
者
連
盟
根
室
管
内

青
年
部
連
絡
協
議
会
」
（
白
崎

賢
哉
会
長
）
の
２
０
１
７
年
度

定
期
総
会
が

日
、
町
交
流
館

で
開
か
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会

長
に
城
戸
千
尋
氏
（

）
＝
羅
臼

支
部
青
年
部
長
＝
が
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。

　
こ
の
日
は
会
員
、
伊
東
良
孝

衆
院
議
員
、
鈴
木
貴
子
衆
院
議

員
ら
来
賓
を
含
め
約

人
が
出

席
。
白
崎
会
長
は
「
日
ロ
関
係

は
現
在
大
変
良
い
関
係
に
あ
る

の
で
は
。
解
決
に
向
け
て
期
待

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、

年
度
事
業
報

告
、

年
度
事
業
計
画
案
を
原

案
通
り
承
認
し
た
ほ
か
、
組
織

の
名
称
に
あ
る
「
青
年
部
」
が
実

態
か
ら
か
い
離
し
て
い
る
と
し

て
、「
同
連
盟
根
室
管
内
後
継
者

連
絡
協
議
会
（
後
継
連
）
」
と
組

織
名
を
変
更
し
、
新
た
な
規
約

を
制
定
。
後
継
連
初
代
会
長
と

な
る
城
戸
氏
は
「
元
島
民
の
熱

い
思
い
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

運
動
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
全

国
の
先
頭
に
立
ち
、
各
青
年
部

を
引
っ
張
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
会
場
で
「
北

方
領
土
問
題
現
地
青
年
の
集

い
」
を
実
施
。
択
捉
島
出
身
の
長

谷
川
ヨ
イ
さ
ん
（

）
＝
根
室
市

＝
に
よ
る
語
り
部
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
同
連
盟
別
海
町
支
部
が

紙
芝
居
「
故
郷
の
島

　
た
ら
く
」

を
披
露
し
た
。

　
（
原
田
未
央
）

　
会
長
以
外
の
新
任
役
員
は
次

の
通
り
。

　
▽
事
務
局
長

　
本
見
泰
敬
▽
理
事

　

荒
井
秀
子
、
岩
瀬
栄

　
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
「
釧
路
わ
か
も
の
△
（
さ

ん
か
く
）
カ
イ
ギ
」
の
１
回
目
が

日
、
釧
路
公
立
大
学
で
開
か
れ
た
。
釧
路
に
関

係
の
あ
る

歳
か
ら

歳
の
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
思
い
描
く
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
香
）

グループワークで意見を交わす参加者

　
同
カ
イ
ギ
は
、
若
者
が
や
り

た
い
こ
と
を
実
行
し
た
り
、
抱

え
て
い
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
と
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　
釧
路
に
関
わ
っ
て
い
る

歳

か
ら

歳
（
９
４
６
人
）
を
対

象
に
釧
路
の
イ
メ
ー
ジ
や
興
味

関
心
を
調
査
し
た
事
前
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全

体
の

％
は
釧
路
が
好
き
と
回

答
し
、
居
住
歴
が
長
い
ほ
ど
好

き
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

釧
路
に
住
み
続
け
た
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
は

％
が
住
み

続
け
た
い
と
回
答
、
家
族
や
友

達
が
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

釧
路
に
い
る
友
達
は
４
人
以
下

と
い
う
結
果
が

％
を
占
め
、

新
た
な
友
達
を
つ
く
る
機
会
が

少
な
い
と
の
声
も
出
さ
れ
た
。

　
釧
路
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

で
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
８
人

が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
後
、

参
加
者
は
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た

た
。
こ
の
う
ち
釧
路
和
商
協
同

組
合
に
勤
務
す
る
塩
澤
俊
幸
さ

ん
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
釧
路
駅
周

辺
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
若
者

か
ら
「
勝
手
丼
順
位
戦
」
「
着

物
で
北
大
通
り
散
歩
」
な
ど
の

提
案
が
出
さ
れ
、
塩
澤
さ
ん
は

「
ア
イ
デ
ア
と
運
営
し
て
い
く

仕
組
み
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
や
る
か
ら
に
は
継

続
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
阿
寒
町

に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
で
働

く
た
め
移
住
し
て
き
た
東
京
都

出
身
・
落
合
紗
菜
さ
ん
と
新
潟

県
出
身
・
山
崎
莉
穂
さ
ん
の
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
お
客
さ
ん
に
釧
路
の
楽
し
み

方
を
紹
介
す
る
た
め
、
釧
路
在

住
の
参
加
者
ら
が
釧
路
の
名
物

を
挙
げ
「
釧
路
の
１
年
を
楽
し

み
つ
く
す
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
製

作
に
挑
戦
し
た
。

　
同
カ
イ
ギ
主
催
者
の
一
人

で
、
釧
路
公
立
大
学
２
年
の
小

渡
拓
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
釧
路

の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
と
既
に
活
動
し
て

い
る
人
を
つ
な
げ
る
の
が
こ
の

取
り
組
み
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
は
釧

路
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
開
催
も
検
討

し
て
い
る
。

　
釧
路
調
停
協
会
（
伊
貝
正
志

会
長
）
は
、
今
年
度
１
回
目
の

無
料
調
停
相
談
を
６
月
２
日
か

ら
２
日
間
、
釧
路
市
交
流
プ
ラ

ザ
さ
い
わ
い
で
実
施
す
る
。
夫

婦
関
係
や
遺
産
相
続
、
土
地
建

物
、
金
銭
賃
借
、
交
通
事
故
な

ど
家
事
・
民
事
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
２
日
が
午
後
６
時
〜

同
８
時
、
３
日
は
午
前

時
〜

午
後
３
時
。
同
協
会
所
属
の
調

停
委
員
が
秘
密
厳
守
で
対
応
す

る
。
予
約
は
必
要
な
い
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会
事
務
局
０
７

０（
３
１
４
９
）２
２
７
３
へ
。

来
月
２
日
か
ら

無
料
調
停
相
談

　地域に根ざし、地域に開かれた大学として、地域づくり・地域活性化を実践的に学ぶ科目を設けており、学生が
実際に地域の課題解決に向けたプロジェクトに参加しています。また、学生課においてボランティア等の募集を
集約し周知することで、多くの学生が地域のボランティア活動に参加しています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

－43－ －44－
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　　◆…９　　日…◆
　【緑ケ岡会館】☆ハーモニ
カポップス＝時分
　【緑ケ岡南会館】☆ひぶな
健康体操＝時
　【桜ケ岡中央会館】☆編み
物＝時
　【富士見会館】☆書道教室
＝時☆韓国語＝時☆カ
ラオケ＝時分
　【春採下町会館】☆さわや
か健康サロン＝時☆春採
中央町内会＝時分
　【武佐会館】☆カラオケ会
＝時
　【鉄北みどり会館】☆編み
物＝時☆カラオケ同好会
＝時
　【駒場会館】☆ひよこ＝
時☆駒場老ク＝時☆ひば
り＝時☆住良江町内会＝
時
　【若草地区会館】☆邦龍会
＝時☆本因坊囲碁クラブ
＝時☆カラオケたんぽぽ
＝時
　【新橋会館】☆健美操＝
時☆日本舞踊＝時
　【愛国東会館】☆あじさい
の会ダンス＝時☆冬月荘

＝時分
　【愛国会館】☆新日本婦人
の会ヨーガ＝時分☆ス
マイル会＝時分☆民謡
＝時
　【美原地区会館】☆新婦人
の会＝時☆民謡＝時☆
スマイル会＝時分
　【芦野会館】☆民謡＝時
  【文苑会館】☆文苑歌謡友
の会＝時☆文苑麻雀同好
会＝時分
　【鳥取東会館】☆麻華流舞
踊＝時
　【昭和会館】☆楽々っち＝
９時分☆セブン会議＝
時☆昭和地区協定例会＝
時
　【大星会館】☆大星カラオ
ケ教室＝時
　【寿生活館】☆高齢者劇団
＝時分☆小山内歌謡教
室＝時分
　【新富士生活館】☆カラオ
ケ＝時分
　【緑風荘】☆健康ダンス＝
時☆囲碁将棋＝時☆健
康相談＝時☆ほのぼのカ
ラオケ＝時
　【桜花荘】☆ニゥカムボー
ル＝時
　【寿荘】☆なの花カラオケ
＝時☆友の会＝時

　【平成荘】☆囲碁＝時☆
菜の花サークル＝時☆ヨ
ーガ＝時☆卓球＝時
　【清風荘】☆リデンテ＝
時☆囲碁将棋＝時☆歌謡
カラオケ＝時☆趣味の会
＝時☆健康相談＝時☆
和子・仁友の会＝時分
　【美原荘】☆書道＝時☆
囲碁＝時☆民謡＝時☆
五東会役員会＝時
　【鶴風荘】☆ニゥカムボー
ル＝時☆カトレア会＝
時☆トリム＝時☆カラオ
ケ友の会＝時☆囲碁＝
時☆カラオケひまわり＝
時
　【星鶴荘】☆囲碁＝時☆
カラオケ＝時
　【大楽毛荘】☆健康麻雀＝
時☆卓球＝時
　【望洋ふれあい交流セン
ター】☆ウエンズ＝９時☆
きらっと春採＝９時☆ヒー
リングダンス＝時☆舞踊
の会＝時☆ひなどり民謡
会＝時
　【白樺ふれあい交流セン
ター】☆健康ダンス梅川会
＝９時☆あじさいカラオケ
川村会＝時
　【昭和老人集会所】☆七
星カラオケ＝時

カレーライスや野菜サラダを囲んだ昼食会

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
は
旅
行
に
行
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

し
た
り
、
お
泊
ま
り
会
や
工
作
教
室
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
の
お
泊
ま
り

会
と
町
内
会
主
催
の
安
全
教
室
を
紹
介
す
る
。
（
石
川
直
樹
）

スイカ割りを楽しんだ年長園児（認定こども

園釧路はるとり保育園）

かつら湯で銭湯を体験し「楽しかった」と園児たち

（鳥取あおば幼稚園）

芦野げんき町内会主催の防火・交通安全教室

　
釧
路
公
立
大
学
（
�
野
敏
行

学
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
（
櫻
井
一
貴
部
長
）
部
員

が
１
日
、
釧
路
啓
生
会
が
運
営

す
る
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
（
釧
路
市

文
苑
２
、
上
村
英
樹
所
長
）
を

訪
れ
、
２
施
設
の
外
窓
、
内
窓

の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
中
心
に
、
清

掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　
市
内
の
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
な
ど
で
活
躍
す
る

同
サ
ー
ク
ル
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
で
の
活
動
は

こ
れ
が
初
め
て
。
こ
の
日
は
部

員

人
が
訪
れ
、
施
設
全
て
の

窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
済
ま
せ
た
ほ

か
、
昼
食
時
に
は
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
り
交
流
を
深
め
た
。

　
上
村
所
長
は
「
お
年
寄
り
は
若

い
人
が
大
好
き
。
ま
た
来
て
ほ
し

い
」
。
櫻
井
部
長
は
「
大
学
の
近
く

の
施
設
な
の
で
、
ま
た
機
会
を
見

つ
け
て
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

（
石
川
直
樹
）

施設の窓ガラス拭きに汗を流した釧路公立大

ボランティアサークル

　
○
…
認
定
こ
ど
も
園
釧
路
は

る
と
り
保
育
園
（
武
佐
１
、
本
間

弘
美
園
長
）
の
お
泊
ま
り
会
（
合

宿
保
育
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
園
園

庭
で
行
わ
れ
、
５
歳
児

人
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
成

長
し
た
。
就
学
に
向
け
て
何
で

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎

年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
。

　
テ
ン
ト
の
設
置
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
お
泊
ま
り
会
は
、
同
園
近

く
に
あ
る
花
屋
を
見
学
、
ト
ド
ッ

ク
倉
庫
で
の
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
体

験
、
博
物
館
へ
の
バ
ス
見
学
。
さ

ら
に
、
食
事
作
り
は
キ
ュ
ウ
リ
の

塩
も
み
や
野
菜
ち
ぎ
り
に
も
挑

戦
。
恒
例
の
春
の
湯
銭
湯
体
験
で

は
、
お
金
を
払
っ
て
広
い
湯
船
を

楽
し
み
、
釜
場
見
学
も
行
っ
た
。

　
園
に
帰
っ
て
ス
イ
カ
割
り
を

楽
し
ん
だ
年
長
さ
ん
は
、
園
内
キ

ャ
ン
プ
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
翌
日

は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
を

終
え
、
表
彰
式
で
は
「
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
」
と
本
間
園
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

ス
イ
カ
割
り
楽
し
む

は
る
と
り
保
育
園

　
○
…
芦
野
げ
ん
き
町
内
会

（
鳴
海
利
文
会
長
）
は
７
月


日
、
芦
野
会
館
で
交
通
安
全
教

室
を
開
き
、
地
域
の
子
供
た
ち

約

人
が
参
加
し
た
。

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
が
事

故
無
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
と
防
火
思
想
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
恒
例
行
事
で
、
こ
の
日
は

釧
路
市
中
央
消
防
署
愛
国
支
署

の
職
員
と
、
市
民
生
活
課
の
交

通
安
全
推
進
員
が
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
防
炎
物
品
を
紹
介

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
と
、

消
防
の
仕
事
を
描
い
た
「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
悟
空
の
消
防
隊
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
こ
の
後
、

消
防
職
員
が
花
火
の
始
末
の
仕

方
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
交
通
安
全
教
室
は

交
通
安
全
推
進
員
が
登
場
。
高

学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
対

抗
の
交
通
安
全
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
。
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
車
の
ウ
イ
ン
カ
ー
サ
イ

ン
が
ど
れ
な
ど
、
写
真
３
枚
の

中
か
ら
ど
れ
が
正
し
い
か
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
「
右
」
「
真
ん

中
」
な
ど
、
子
供
た
ち
の
声
が

響
い
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
乗

り
方
指
導
で
は
、
交
差
点
で
右

折
左
折
の
際
に
は
自
転
車
か
ら

降
り
て
車
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
。
信
号
が
青
で
も
左
右
確

認
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
同
町
内
会
交
通
防
犯
部
長

の
内
村
一
明
さ
ん
は
「
き
ょ
う

の
教
え
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

意
識
向
上
へ
安
全
教
室

芦
野
げ
ん
き
町
内
会

　
○
…
来
年
度
か
ら
姉
妹
園
の

鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
（
鶴
野
東

１
、
根
守
君
代
園
長
）
と
統
合

と
な
る
鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

（
同
園
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
鶴

野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
お
泊
ま
り

会
を
行
っ
た
。

　
年
長
園
児

人
は
お
昼
か
ら

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園
に
集
合

し
、
鶴
居
村
民
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
で
川
遊
び
を
楽
し
み
夏
を
満

喫
。
こ
の
後
、
園
の
近
く
の
か
つ

ら
湯
で
日
本
の
文
化
で
あ
る
銭

湯
を
体
験
。
「
楽
し
か
っ
た
」
と

湯
上
が
り
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
は
、

ス
イ
カ
割
り
や
外
遊
び
を
楽
し

ん
だ
年
長
の
園
児
は
、
夕
食
の

後
、
花
火
で
締
め
く
く
っ
た
。
ぐ

っ
す
り
寝
た
園
児
は
翌
日
、
鳥
取

あ
お
ば
幼
稚
園
に
出
迎
え
に
来

た
保
護
者
と
一
日
ぶ
り
の
対
面
、

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。

か
つ
ら
湯
で
銭
湯
体
験

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
を
行

う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
わ
た
す
げ
興

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

（
釧
路
市
興
津
２
、
佐
々
木
光

枝
管
理
者
）
は
７
月

日
、
夏

休
み
中
の
子
供
た
ち
の
学
習
支

援
、
子
供
食
堂
を
兼
ね
た
「
つ

ど
ー
れ
」
を
ス
タ
ー
ト
。
地
域

の
子
供
た
ち
が
、
利
用
者
ら
と

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
つ
ど
ー
れ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
い
、
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
模
索
し
て
き
た
佐
々
木
管
理

者
と
、
町
内
会
婦
人
部
の
河
田

チ
エ
子
さ
ん
が
企
画
し
た
。
誰

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て

き
た
。　

初
日
の
こ
の
日
は
、
近
所
の

子
供
た
ち
が
訪
れ
、
利
用
者
や

訪
れ
た
住
民
と
囲
碁
や
百
人
一

首
、
外
遊
び
を
楽
し
み
、
昼
食

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
野
菜
サ
ラ

ダ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
。
友
達

と
訪
れ
た
興
津
小
学
校
４
年
生

の
岩
崎
鈴
音
さ
ん
（
９
）
は
「
カ

レ
ー
が
お
い
し
く
楽
し
か
っ

た
」
。
管
理
者
の
佐
々
木
さ
ん

は
「
地
域
に
は
い
ろ
ん
な
問
題

を
抱
え
た
方
が
い
る
。
昼
食
に

だ
け
来
る
の
も
い
い
、
こ
こ
に

き
て
何
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」

と
住
民
の
訪
問
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
地
域
福

祉
事
業
所
わ
た
す
げ
興
津
の
佐

々
木
さ
ん
０
１
５
４
（

）
３

３
５
５
へ
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

　
北
陸
銀
行
釧
路
支
店
（
釧
路

市
北
大
通

）
１
階
ほ
く
ぎ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
グ
リ
ー
幼
稚

園
（
笹
野
貞
子
園
長
）
の
園
児

が
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
引
い
て

い
る
＝
写
真
。

　
同
支
店
で
は
毎
月
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
展
を
開
き
市
民
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
が
、
同
幼
稚
園

児
は
初
登
場
。
今
回
は
園
児


人
が
運
動
会
や
遠
足
の
思
い
出

を
描
い
た
作
品
を
出
品
し
た
。

全
員
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
作

品
は
、
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
玉

入
れ
や
障
害
物
競
走
、
お
遊
戯
、

友
達
と
遊
ん
だ
遠
足
の
様
子
を

描
い
て
い
る
。
星
野
公
一
副
園

長
は
「
自
由
時
間
も
絵
を
描
く

子
が
多
く
、
子
供
ら
し
い
伸
び

伸
び
し
た
作
品
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。


日
ま
で
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

園
児
ら
の
思
い
出

ク
レ
ヨ
ン
で
表
現

北
陸
銀
行
釧
路
支
店

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

学生の活躍（全国大会出場等） 学生の地域貢献・ボランティア活動

北海道新聞　平成29年6月27日　夕刊掲載

北海道新聞 平成28年10月25日 朝刊掲載 第26期卒業生 土田　栞さん
釧路新聞 平成27年6月28日 掲載

釧路新聞
平成29年5月21日 掲載

釧路新聞 平成28年7月28日 掲載

釧路新聞 平成29年8月9日 掲載

北海道新聞 平成27年3月7日 朝刊掲載

北海道新聞
平成18年9月13日夕刊掲載

経営学科2年 松本 誠由さん（写真右端） 

平成28年10月１日～10日にブルガリアにて行われたアームレスリング世界
大会（2016 WAF World Armwrestling Championships in Bulgaria）において、
日本代表として出場。

経営学科4年 齊藤 正輝さん（写真中央・赤のユニフォーム）

平成28年9月2日～4日に埼玉県熊谷市にて行われた天皇賜盃第85回日本
学生陸上競技対抗選手権大会（3,000m障害）へ出場。
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就
職

冷
夏

　
昭
和

年
、
学
生
生
活
を
終
え
、

地
元
に
戻
り
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に

勤
め
ま
し
た
。
高
校
か
ら
通
算
し
て

７
年
ほ
ど
厚
岸
を
離
れ
て
い
た
の
で

変
な
話
、
何
事
も
新
鮮
で
し
た
。
最
初

に
配
属
さ
れ
た
部
署
は
市
場
部
。
当

時
は
こ
こ
厚
岸
も
沖
合
漁
業
が
華
々

し
い
時
代
で
、
船
体
を
黄
色
に
塗
装

し
た
鮭さ
け

鱒ま
す

船
が
厚
岸
に
も

隻
以
上

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
町
に
も
多
く

の
水
産
加
工
場
や
飲
食
店
が
あ
り
、

活
気
が
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
そ
の
年
は
春
か
ら
と
て
も
寒
い
日

が
続
き
、
冷
夏
と
言
わ
れ
夏
で
も
ス

ト
ー
ブ
を
焚た

い
て
い
ま
し
た
。
水
揚

げ
さ
れ
る
魚
介
類
は
例
年
通
り
と
れ

て
い
ま
し
た
が
、
カ
キ
が
産
卵
し
な

い
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
年
…
。

　
　
安

　
藤

　
義

　
秀

　
　

（
厚
岸
漁
協
直
売
所
担
当
参
事
）

　
全
国
に
国
宝
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

１
０
９
３
件
（
２
０
１
５
年
６
月

１
日
現
在
）
を
数
え
る
が
、
わ
が

北
海
道
は
１
件
の
み
だ
▼
国
宝
は

重
要
文
化
財
の
中
か
ら
よ
り
価
値
の
高
い
も
の

を
指
定
し
て
い
る
が
、
道
内
唯
一
の
国
宝
と
は
、

１
９
７
５
年
函
館
市
著
保
内
野
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
約
３
５
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
の
土
偶
（
中

空
土
偶
）
だ
。
７
月

日
か
ら
８
月

日
、
釧

路
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

道
主
催
「
北
の
縄
文
パ
ネ
ル
展
」
の
中
で
、
８

月

日
か
ら
複
製
が
展
示
さ
れ
る
▼
複
製
と
い

っ
て
も
本
物
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
数
少
な
い
複
製

だ
。
土
偶
は
発
見
地
で
あ
る
南
茅
部
地
区
の
「
茅

（
カ
ヤ
）
」
と
中
空
土
偶
の
「
空
（
ク
ウ
）
」

を
合
わ
せ
て
「
カ
ッ
ク
ウ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。
高
さ
が

・
５
㌢
あ
り
、
中
空
土

偶
と
し
て
は
日
本
最
大
の
土
偶
だ
▼
学
術
性
が

高
く
、
造
形
的
に
も
優
れ
て
い
る
、
と
評
価
さ

れ
、
２
０
０
７
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
前
、
北
海
道
に
国
宝
は
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
国
宝
が
最
も
多
い
の

は
意
外
に
東
京
で
２
７
６
件
を
数
え
、
こ
れ
に

京
都
の
２
３
０
件
、
奈
良
の
１
９
８
件
が
続
い

て
い
る
。
一
方
で
徳
島
、
宮
崎
県
が
ま
だ
国
宝
を

持
っ
て
い
な
い
▼
「
カ
ッ
ク
ウ
」
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
（
郷

　
裕
策
）

ＴＰＰ、コメ日米で相互輸入枠　２
釧路町で教職員ら研修会　５
釧美原男子柔道、初優勝　��
スルメイカ分布密度高く　��
　　　きょう貿易記念日８
　　　 釧新スポーツ10

6月28日日曜日

小お

川が
わ

　
奈な

な々

愛み

さ
ん

　
　
　
（
厚
岸
町
立
太
田
小
６
年
）

　将来の夢は、大型犬を２匹飼う

ことです。２匹を連れて歩きたい。

とてもかわいいと思います。

　
つ
ち
だ
・
し
お
り

　
白
糠
町
出
身
同
町
在
住
。
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
。
昨
年
５

月
、
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
陣
痛
間
隔
を
測
定
す
る
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
を
開

発
。
道
内
４
件
目
と
な
る
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
。

歳
。

　
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
の
土
田
栞
さ
ん
が
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
開
発
で
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
の

２
０
１
５
年
度
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

そ
の
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
の
開
発
経
緯
や
今

後
の
目
標
な
ど
を
聞
い
た
。

　
　
（
聞
き
手
・
三
坂
郁
夫
）

独学でアプリ開発し女性のチャレ

ンジ賞受賞という快挙を成し遂げ

た土田さん

　
　
　
　
　
　
　
◇
来
釧
あ
い

　
　
　
　
　
　
さ
つ

　
▼
北
海

道
米
販
売
拡
大
委
員
会
北
海
道

米
販
売
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

遠
藤
卓
也
氏
▼
ミ
ス
北
海
道
米

　
盛
彩
奈
氏
、
岡
田
紫
央
里
氏

　
【

日
】
▽
東
京
出
張
か
ら
帰
釧

　
│
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

　
土
田

　

日
に
首
相
官
邸
で

表
彰
式
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
有
村
治
子
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
か

ら
賞
状
を
受
け
ま
し
た
。
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が

ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
│
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

は
。

　
土
田

　
母
親
が
自
分
を
産
む

と
き
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
妊
婦
さ
ん
は
紙
で
陣
痛
の

間
隔
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
多

く
、
陣
痛
で
苦
し
い
中
、
時
計

を
見
な
が
ら
紙
に
メ
モ
を
し
間

隔
を
計
算
し
て
、
と
な
る
と
す

ご
く
大
変
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。

　
│
独
学
で
開
発
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　
土
田

　
出
産
や
妊
娠
の
経
験

が
な
い
の
で
妊
婦
さ
ん
に
と

っ
て
何
が
一
番
サ
ポ
ー
ト
に
な

る
の
か
分
か
ら
な
く
、
実
際

に
市
立
釧
路
総
合
病
院
の
看
護

師
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
に
行

っ
た
り
、
周
囲
の
妊
婦
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
本
を
買
っ

て
ほ
ぼ
独
学
で
勉
強
し
ま
し

た
。

　
│
公
開
か
ら

回
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
、
す
で
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
は
１
０
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
ど

の
よ
う
な
機
能
で
す
か
。

　
土
田

　
陣
痛
が
始
ま
っ
た
ら

ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
止

ま
っ
た
ら
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

押
し
て
間
隔
を
計
測
し
ま
す
。

破
水
や
出
血
が
な
い
か
の
確
認

を
促
す
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
│
今
後
の
目
標
は
。

　
土
田

　
ア
プ
リ
と
し
て
は
事

前
登
録
し
た
端
末
に
計
測
デ
ー

タ
を
送
れ
る
機
能
を
追
加
予
定

で
す
。
今
後
は
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
も
巻
き
込
ん
だ
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
対
す
る
意

識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

母
の
経
験
聞
き
開
発

男
性
も
巻
き
込
ん
で

　【厚岸、別海】６月最後の週末となった日、厚岸町で「あっけしあやめまつり」、

別海町で「尾岱沼えびまつり」が始まり、あいにく肌寒い天気となったものの大勢

の人たちが会場を訪れ、初夏の景色と味覚を堪能した。　　　（郷裕策、真貝恒平）

古
里
の
声
援
に
応

え
、
熱
唱
す
る
伊

勢
さ
ん

  

○
…
北
太
平
洋
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
「
岬
と
花
の
霧
街
道
」

の
景
勝
地
で
あ
る
原
生
花
園
あ

や
め
ケ
原
で
恒
例
の
「
あ
っ
け

し
あ
や
め
ま
つ
り
」
が

日
か

ら
始
ま
っ
た
。
７
月
５
日
ま
で

の
開
催
で
、
今
年
は

年
ぶ
り

の
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
の
あ
や
め
サ
ミ

ッ
ト
が

、
７
月
１
日
の
２
日

間
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
。

　
初
日
の
こ
の
日
、
紫
の
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は
す
で
に
後
半
の

八
分
咲
き
の
状
態
。
曇
り
空
で

風
の
強
い
寒
い
天
候
だ
っ
た

が
、
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の

一
行
、

人
が
ア
ヤ
メ
の
中
で

草
を
食
む
放
牧
の
馬
た
ち
姿
に

喜
び
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
に
は
構
成

自
治
体
の
う
ち


自
治
体
が
参
加
。

日
に
首

長
会
議
、
記
念
植
栽
、
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
安
藤

　
義
秀

氏（
あ
ん
ど
う
・

よ
し
ひ
で
）
厚
岸
漁
協
参
事
。
１
９
６
１
年
、
厚
岸

町
生
ま
れ
。
北
里
大
学
水
産
学

部
卒
。
１
９
８
３
年
４
月
、
厚
岸

漁
協
入
組
。
市
場
部
を
振
り
出

し
に
、
信
用
課
長
、
信
用
部
長
、

財
務
部
長
、
総
務
部
長
、
参
事
補

を
歴
任
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
現
職
。
直
売
店
の

担
当
参
事
と
し
て
売
り
上
げ
、
人
気
ア
ッ
プ
に
日

々
取
り
組
ん
で
い
る
。
趣
味
は
食
べ
歩
き
。

歳
。

一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て


周
年
を
祝
う
子
ど
も
た
ち

ア
ヤ
メ
と
馬
た
ち
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

　
釧
路
市
緑
ケ
岡
児
童
館
の
開

館

周
年
記
念
式
典
が

日
、

同
館
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
、

利
用
し
て
い
る
釧
路
市
立
清
明

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
が

集
ま
り
、

回
目
の
誕
生
日
を

祝
っ
た
。

　
同
館
は
１
９
７
６
年
３
月
、

市
内
８
番
目
の
児
童
館
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。
同
館
の
利
用
者

数
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
減
っ

て
い
る
が
、
運
営
協
力
会
や
母

親
ク
ラ
ブ
、
地
元
町
内
会
な
ど

の
支
援
は
受
け
継
が
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
式
典
で
、
名
塚
昭
副
市
長
の

祝
辞
に
続
い
て

年
近
く
、
同

館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
母
親
ク
ラ
ブ
の
松
尾
千
穂

会
長
は
「
娘
も
こ
こ
で
育
ち
、

今
は
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
変
わ
ら

な
い
。
み
ん
な
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
、
参
加
者

全
員
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
ツ
ー
ユ
ー
」
を
歌
い
、
盛
大

に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
節

目
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
雅
之
）

　
○
…
野
付
湾
の
初
夏
を
盛
り

上
げ
る
「
第

回
尾
岱
沼
え
び

ま
つ
り
」
（
実
行
委
主
催
）
の

前
日
祭
が

日
、
尾
岱
沼
漁
港

で
開
か
れ
、
肌
寒

さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
多
く
の
来
場

者
が
海
の
幸
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
野

付
漁
協
青
年
部
な

ど
に
よ
る
シ
マ
エ

ビ
や
ホ
タ
テ
を
使

っ
た
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
に
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、

尾
岱
沼
出
身
で
俳
優
・
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
伊
勢
大
貴
さ
ん

（

）
が
昨
年
に
続
き
出
演
。「
た

だ
い
ま
」
と
呼
び
掛
け
、
ス
ー

パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
「
手
裏
剣

戦
隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
な
ど
を
歌

う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

歓
声
を
上
げ
、
一
緒
に
踊
っ
て

い
た
。

  


日
の
当
日
祭
は
午
前
９
時


分
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
正
午
か
ら
「
女
子
限

定
‼
第
３
回
北
海
シ
マ
エ
ビ
踊

り
食
い
早
食
い
競
争
」
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
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奥
さ
ん
に
感
謝

　
昨
年
の
４
月
か
ら
単
身
赴
任
と
な

り
、
毎
日
、
何
を
食
べ
る
か
悩
む
日

々
が
続
い
て
い
る
。
学
生
時
代
は
下

宿
、
勤
め
て
か
ら
は
寮
、
そ
し
て
、

結
婚
と
炊
事
と
は
全
く
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
。

　
洗
濯
、
掃
除
は
何
と
か
や
っ
て
い

る
が
、
料
理
が
問
題
。
ご
飯
と
卵
、

納
豆
が
あ
れ
ば
死
に
は
し
な
い
と
思

い
、
こ
れ
に
豆
腐
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
く

ら
い
が
加
わ
り
、
１
年
間
無
事
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
家
に
戻

り
、
全
て
を
妻
に
や
っ
て
も
ら
い
、

改
め
て
あ
り
が
た
み
を
感
じ
戻
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
奥
さ
ん
に
感

謝
し
、
ご
飯
と
卵
、
納
豆
以
外
に
も

何
か
食
べ
よ
う
と
思
う
。

　
　
中

　
田

　
克

　
哉

（
根
室
振
興
局
長
）

　
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
気
に
す
る

の
が
健
康
で
あ
る
。
飲
み
過
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
か
ら
高
血
圧
や
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
、
痛
風
な
ど
、

生
活
習
慣
や
そ
れ
に
伴
う
疾
病
な

ど
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
報
道
な
ど
で
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
▼
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬

基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が
日
本
人
の
食
塩

摂
取
源
と
な
っ
て
い
る
食
品
を
発
表
し
た
。
結

果
は
１
位
が
カ
ッ
プ
麺
で
２
位
が
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
と
な
っ
た
。
今
や
種
類
が
豊
富
で
、

ご
当
地
も
の
も
あ
る
ほ
ど
。
空
腹
な
と
き
に
は

簡
単
に
調
理
で
き
食
べ
ら
れ
る
の
で
人
気
が
高

い
が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
２
大
ス
タ
ー
が
、

食
塩
摂
取
で
も
ト
ッ
プ
▼
食
塩
の
取
り
す
ぎ
は

血
圧
上
昇
な
ど
健
康
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
成
人
病
に
結
び
つ

く
要
因
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
は
高
い
▼
厚

生
労
働
省
が
２
０
１
２
年
に
定
め
た
「
健
康
日

本

」
で
、
１
日
当
た
り
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は

８
㌘
。
同
研
究
所
調
査
の
ト
ッ
プ
の
カ
ッ
プ
麺

は
ス
ー
プ
を
飲
み
干
し
た
と
す
る
と
１
日
当
た

り
５
・
５
㌘
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
も
５
・
４
㌘

で
１
日
の
約
３
分
の
２
と
な
る
▼
北
日
本
に
生

活
す
る
我
々
の
食
生
活
は
、
塩
分
も
含
め
て
味

が
濃
い
と
い
わ
れ
る
。
即
席
麺
を
は
じ
め
濃
い

味
の
料
理
は
好
き
だ
が
、
塩
分
量
は
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
の
が
健
康
の
た
め
と
し
み
じ
み
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
堀
口

　
義
彦
）

神戸連続児童殺傷事件��年　３
��日から釧路でしべちゃフェア　５
高校野球、きょう代表決定戦　８
「こち亀展」にぎわう　　��

ＴＶ番組ガイド７

5月21日日曜日

警察官になりたい！

しもだ　はるちゃん
（みはらフレンド幼稚園）

　
【

日
】
▽
関
西
湖
陵
会
に
出
席
の

た
め
大
阪
に
出
張
の
と
こ
ろ
帰
釧

　
中
田

　
克
哉
氏
（
な
か
た
・

か
つ
や
）
根
室
振
興
局
長
。
１

９
６
１
年
、

大
空
町
生
ま

れ
。
北
海
道

大
学
水
産
学

部
卒
。

年

に
北
海
道
庁
入
庁
。
檜
山
支
庁

水
産
課
長
、
水
産
林
務
部
国
際

漁
業
担
当
課
長
、
同
水
産
経
営

課
長
、
同
水
産
局
長
を
歴
任
、

２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。
趣
味

は

歳
に
な
る
愛
犬
の
散
歩
だ

が
「
今
は
で
き
な
い
の
で
寂
し

い
」
。

歳
。

新会長に就任した

城戸氏

あいさつする

白崎会長

新たな「マーメイドくしろ」に

選ばれた鈴木さん

  

釧
路
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
観
光
大
使
「
２
０
１
７
年

マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の
選
考

審
査
会
が

日
、
釧
路
市
観
光

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
釧

路
市
在
住
の
会
社
員
鈴
木
里
実

さ
ん
（

）
が
選
ば
れ
た
。
鈴

木
さ
ん
は
昨
年
か
ら
マ
ー
メ
イ

ド
く
し
ろ
と
し
て
活
動
し
て
い

る
新
田
結
実
さ
ん
（

）
と
共

に
各
地
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
釧
路
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

　
「
マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の

選
考
は
釧
路
新
聞
社
の
ほ
か
、

釧
路
市
、
釧
路
商
工
会
議
所
、

釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
主
催
し
今
年
で

年
目
。

　
鈴
木
さ
ん
は
市
内
の
会
社
で

事
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お

り
、
応
募
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
「
神
奈
川
県
の
短
大
卒
業
後
、

横
浜
市
の
企
業
に
勤
め
、
昨
年

７
年
ぶ
り
に
帰
釧
し
た
。
市
内

で
暮
ら
し
は
じ
め
て
１
年
た

ち
、
釧
路
の
魅
力
に
気
付
き
、

釧
路
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
述
べ
た
。

道
の
駅
巡
り
が
好
き
で
休
日
な

ど
は
家
族
や
友
人
と
道
の
駅
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
掛
け
る
と

い
う
。
特
技
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
で
「
動
物
や
舟
な
ど
を
作
り

友
達
の
誕
生
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

「
釧
路
の
こ
と
を
さ
ら
に
勉
強

し
知
識
を
深
め
、
私
に
し
か
で

き
な
い
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
新
た
な
マ
ー
メ
イ
ド
と
な
っ

た
鈴
木
さ
ん
は

日
に
鶴
ケ
岱

公
園
で
開
か
れ
る
第

回
く
し

ろ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
＆
花
フ
ェ
ア

で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　
　
　
　

（
小
西
靖
）

　
【
別
海
】
北
方
領
土
元
島
民

の
後
継
者
で
つ
く
る
「
千
島
歯

舞
諸
島
居
住
者
連
盟
根
室
管
内

青
年
部
連
絡
協
議
会
」
（
白
崎

賢
哉
会
長
）
の
２
０
１
７
年
度

定
期
総
会
が

日
、
町
交
流
館

で
開
か
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会

長
に
城
戸
千
尋
氏
（

）
＝
羅
臼

支
部
青
年
部
長
＝
が
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。

　
こ
の
日
は
会
員
、
伊
東
良
孝

衆
院
議
員
、
鈴
木
貴
子
衆
院
議

員
ら
来
賓
を
含
め
約

人
が
出

席
。
白
崎
会
長
は
「
日
ロ
関
係

は
現
在
大
変
良
い
関
係
に
あ
る

の
で
は
。
解
決
に
向
け
て
期
待

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、

年
度
事
業
報

告
、

年
度
事
業
計
画
案
を
原

案
通
り
承
認
し
た
ほ
か
、
組
織

の
名
称
に
あ
る
「
青
年
部
」
が
実

態
か
ら
か
い
離
し
て
い
る
と
し

て
、「
同
連
盟
根
室
管
内
後
継
者

連
絡
協
議
会
（
後
継
連
）
」
と
組

織
名
を
変
更
し
、
新
た
な
規
約

を
制
定
。
後
継
連
初
代
会
長
と

な
る
城
戸
氏
は
「
元
島
民
の
熱

い
思
い
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

運
動
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
全

国
の
先
頭
に
立
ち
、
各
青
年
部

を
引
っ
張
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
会
場
で
「
北

方
領
土
問
題
現
地
青
年
の
集

い
」
を
実
施
。
択
捉
島
出
身
の
長

谷
川
ヨ
イ
さ
ん
（

）
＝
根
室
市

＝
に
よ
る
語
り
部
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
同
連
盟
別
海
町
支
部
が

紙
芝
居
「
故
郷
の
島

　
た
ら
く
」

を
披
露
し
た
。

　
（
原
田
未
央
）

　
会
長
以
外
の
新
任
役
員
は
次

の
通
り
。

　
▽
事
務
局
長

　
本
見
泰
敬
▽
理
事

　

荒
井
秀
子
、
岩
瀬
栄

　
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
「
釧
路
わ
か
も
の
△
（
さ

ん
か
く
）
カ
イ
ギ
」
の
１
回
目
が

日
、
釧
路
公
立
大
学
で
開
か
れ
た
。
釧
路
に
関

係
の
あ
る

歳
か
ら

歳
の
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
思
い
描
く
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
香
）

グループワークで意見を交わす参加者

　
同
カ
イ
ギ
は
、
若
者
が
や
り

た
い
こ
と
を
実
行
し
た
り
、
抱

え
て
い
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
と
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　
釧
路
に
関
わ
っ
て
い
る

歳

か
ら

歳
（
９
４
６
人
）
を
対

象
に
釧
路
の
イ
メ
ー
ジ
や
興
味

関
心
を
調
査
し
た
事
前
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全

体
の

％
は
釧
路
が
好
き
と
回

答
し
、
居
住
歴
が
長
い
ほ
ど
好

き
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

釧
路
に
住
み
続
け
た
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
は

％
が
住
み

続
け
た
い
と
回
答
、
家
族
や
友

達
が
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

釧
路
に
い
る
友
達
は
４
人
以
下

と
い
う
結
果
が

％
を
占
め
、

新
た
な
友
達
を
つ
く
る
機
会
が

少
な
い
と
の
声
も
出
さ
れ
た
。

　
釧
路
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

で
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
８
人

が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
後
、

参
加
者
は
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た

た
。
こ
の
う
ち
釧
路
和
商
協
同

組
合
に
勤
務
す
る
塩
澤
俊
幸
さ

ん
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
釧
路
駅
周

辺
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
若
者

か
ら
「
勝
手
丼
順
位
戦
」
「
着

物
で
北
大
通
り
散
歩
」
な
ど
の

提
案
が
出
さ
れ
、
塩
澤
さ
ん
は

「
ア
イ
デ
ア
と
運
営
し
て
い
く

仕
組
み
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
や
る
か
ら
に
は
継

続
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
阿
寒
町

に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
で
働

く
た
め
移
住
し
て
き
た
東
京
都

出
身
・
落
合
紗
菜
さ
ん
と
新
潟

県
出
身
・
山
崎
莉
穂
さ
ん
の
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
お
客
さ
ん
に
釧
路
の
楽
し
み

方
を
紹
介
す
る
た
め
、
釧
路
在

住
の
参
加
者
ら
が
釧
路
の
名
物

を
挙
げ
「
釧
路
の
１
年
を
楽
し

み
つ
く
す
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
製

作
に
挑
戦
し
た
。

　
同
カ
イ
ギ
主
催
者
の
一
人

で
、
釧
路
公
立
大
学
２
年
の
小

渡
拓
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
釧
路

の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
と
既
に
活
動
し
て

い
る
人
を
つ
な
げ
る
の
が
こ
の

取
り
組
み
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
は
釧

路
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
開
催
も
検
討

し
て
い
る
。

　
釧
路
調
停
協
会
（
伊
貝
正
志

会
長
）
は
、
今
年
度
１
回
目
の

無
料
調
停
相
談
を
６
月
２
日
か

ら
２
日
間
、
釧
路
市
交
流
プ
ラ

ザ
さ
い
わ
い
で
実
施
す
る
。
夫

婦
関
係
や
遺
産
相
続
、
土
地
建

物
、
金
銭
賃
借
、
交
通
事
故
な

ど
家
事
・
民
事
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
２
日
が
午
後
６
時
〜

同
８
時
、
３
日
は
午
前

時
〜

午
後
３
時
。
同
協
会
所
属
の
調

停
委
員
が
秘
密
厳
守
で
対
応
す

る
。
予
約
は
必
要
な
い
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会
事
務
局
０
７

０（
３
１
４
９
）２
２
７
３
へ
。

来
月
２
日
か
ら

無
料
調
停
相
談

　地域に根ざし、地域に開かれた大学として、地域づくり・地域活性化を実践的に学ぶ科目を設けており、学生が
実際に地域の課題解決に向けたプロジェクトに参加しています。また、学生課においてボランティア等の募集を
集約し周知することで、多くの学生が地域のボランティア活動に参加しています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

～地域と歩んだ「標」～
しるべ
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